
池
田
　
こ
の
度
の
参
議
院
選
挙
か
ら
18
歳

へ
選
挙
権
が
引
き
下
げ
ら
れ
、
約
２
４
０

万
人
が
新
た
に
有
権
者
と
な
っ
た
。
ま

た
、
投
票
率
向
上
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
等
で
の
共
通
投
票
所
が
可
能
と

な
っ
た
。
か
た
や
天
草
市
は
有
権
者
５
０

０
人
を
基
準
に
投
票
所
の
見
直
し
を
行

い
、
１
２
０
投
票
所
を
95
投
票
所
へ
25
箇

所
廃
止
し
た
。
期
日
前
投
票
の
周
知
で
投

票
率
は
落
ち
な
い
と
の
説
明
で
あ
っ
た
が

落
ち
て
い
る
。
市
議
会
は
投
票
所
再
編
の

見
直
し
を
求
め
る
決
議
や
バ
ス
運
行
な
ど

を
お
願
い
し
た
が
対
応
は
な
い
。
投
票
所

廃
止
の
地
域
か
ら
投
票
所
復
活
の
申
し
出

が
あ
っ
た
ら
復
活
で
き
な
い
か
。

選
挙
管
理
委
員
長
　
有
権
者
の
減
少
、
投

票
所
に
従
事
す
る
職
員
数
の
減
少
な
ど
諸

条
件
を
考
え
る
と
、
期
日
前
投
票
制
度
の

よ
り
柔
軟
な
運
用
を
図
る
こ
と
で
対
応
し

て
参
り
た
い
。

池
田
　
日
本
の
農
業
者
の
平
均
年
齢
が
66

歳
を
超
え
た
。
高
齢
者
の
多
い
天
草
市
の

農
業
者
の
年
齢
構
成
は
。

経
済
部
長
　
平
成
27
年
度
の
農
業
従
事
者

は
、
29
歳
未
満
１
１
０
人
（
３
％
）、
30

歳
〜
59
歳
６
２
７
人
（
17
％
）、
60
歳
代

１
，０
７
８
人
（
29・2
％
）、
70
歳
代
１
，

２
５
０
人
（
33・9
％
）、
80
歳
以
上
６
２

３
人
（
16・9
％
）
で
、
60
歳
以
上
が
80

％
と
な
っ
て
い
る
。

池
田
　
天
草
市
の
就
農
年
齢
や
耕
地
面
積

を
考
え
る
と
、
定
年
農
業
（
年
金
プ
ラ
ス

農
業
収
入
50
万
円
〜
1
0
0
万
円
）
を
地

域
農
業
の
柱
と
し
て
取
り
組
め
な
い
か
。

60
歳
〜
70
歳
は
地
域
の
世
話
役
と
し
て
も

一
番
活
躍
し
て
い
る
世
代
で
も
あ
る
。

経
済
部
長
　
年
金
収
入
を
補
完
す
る
農
業

所
得
を
志
向
す
る
定
年
前
後
の
皆
様
を
地

域
農
業
に
確
保
定
着
さ
せ
て
い
く
施
策
を

年
内
に
ま
と
め
取
り
組
む
。

若
山
　
熊
本
地
震
に
よ
る
観
光
産
業
に
お

け
る
天
草
へ
の
影
響
は
。

観
光
文
化
部
長
　
地
震
発
生
後
、
５
月
中

旬
ま
で
に
、
宿
泊
施
設
に
お
い
て
1
万
1

千
人
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。

観
光
消
費
額
に
換
算
す
る
と
1
億
7
千
万

円
に
な
る
。
特
に
物
産
館
と
宿
泊
施
設
の

落
ち
込
み
が
大
き
い
。

若
山
　
厳
し
い
経
営
を
迫
ら
れ
て
い
る
事

業
者
へ
の
支
援
策
は
あ
る
の
か
。

市
長
　
国
の
小
規
模
事
業
者
持
続
支
援
事

業
が
7
月
29
日
に
終
了
す
る
の
で
、
市
独

自
の
補
助
金
を
創
設
す
る
。
経
営
支
援
を

強
力
に
実
施
し
て
い
く
。

若
山
　
観
光
危
機
管
理
と
し
て
、
市
の
対

応
は
考
え
ら
れ
る
か
。

観
光
文
化
部
長
　
地
域
防
災
計
画
の
中
で

一
体
的
に
観
光
危
機
管
理
を
対
応
す
る
よ

う
に
関
係
課
と
協
議
を
し
た
い
。

若
山
　
外
国
人
を
含
む
観
光
客
へ
の
災
害

時
の
対
応
は
ど
う
す
る
の
か
。

総
務
部
長
　
観
光
客
で
も
災
害
時
に
速
や

か
に
避
難
や
支
援
が
で
き
る
対
応
を
取

る
。
外
国
人
に
対
し
て
の
マ
ッ
プ
等
の
表

記
が
日
本
語
な
の
で
改
善
す
る
。
外
国
人

を
含
む
旅
行
者
に
つ
い
て
も
、
今
後
増
大

す
る
の
で
十
分
検
討
す
る
。

若
山
　
旅
館
業
組
合
や
近
隣
市
町
と
の
災

害
協
定
は
結
べ
な
い
か
。

観
光
文
化
部
長
　
旅
行
者
が
被
災
し
た
時

の
情
報
提
供
に
有
効
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
検
討
し
て
い
く
。
九
州
市
長
会
に
お
い

て
、
災
害
時
の
相
互
支
援
の
実
施
に
つ
い

て
申
し
合
わ
せ
を
し
た
。

若
山
　
観
光
危
機
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と

で
競
合
自
治
体
と
の
差
別
化
に
繋
が
る
と

思
う
、
市
長
の
所
見
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
観
光
産
業
は
、
天
草
市
の
経
済
に

大
き
く
貢
献
す
る
事
業
で
あ
る
。
宿
泊
施

設
に
お
け
る
危
機
管
理
・
避
難
行
動
を
確

認
、
構
築
し
て
、
災
害
時
に
官
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
。
安
心
・
安
全
・
快
適

な
観
光
地
を
形
成
す
る
た
め
に
、
今
後
、

ル
ー
ル
作
り
等
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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若山  敬介
議員

観
光
危
機
管
理
に
つ
い
て

観
光
危
機
管
理
に
つ
い
て

池田  裕之
議員

投
票
所
の
復
活
に
つ
い
て

定
年
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

投
票
所
の
復
活
に
つ
い
て

定
年
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

本
田　

「
新
ゴ
ミ
処
理
施
設
整
備
計
画
」

が
、
今
回
、
白
紙
撤
回
と
な
っ
た
。
事
業

推
進
し
て
き
た
地
元
住
民
の
中
に
は
、
突

然
の
中
止
に
、
ま
だ
、
よ
く
理
解
さ
れ
て

い
な
い
方
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と

「
地
質
調
査
の
状
況
」
に
つ
い
て
説
明
願

い
た
い
。

市
長
　
有
明
町
須
子
・
赤
崎
地
区
に
お
い

て
、
平
成
24
年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
き

た
。
地
元
で
も
、
モ
デ
ル
施
設
の
視
察
研

修
等
、
積
極
的
に
参
加
頂
く
と
と
も
に
、

連
絡
協
議
会
を
発
足
し
て
頂
き
、
協
議
を

重
ね
て
き
た
所
で
あ
る
。

　

計
画
中
止
と
な
っ
た
の
は
、
当
初
予
定

地
で
あ
っ
た
海
側
の
捨
土
埋
立
地
を
国
道

側
の
地
山
へ
変
更
を
し
、
改
め
て
、
地
質

調
査
を
し
た
所
、
建
設
に
ふ
さ
わ
し
く
な

い
「
断
層
破
砕
帯
」
と
い
う
地
層
が
確
認

さ
れ
た
。
莫
大
な
対
策
費
用
が
必
要
な
う

え
に
、
安
全
な
施
設
の
稼
動
も
望
め
な
い

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

本
田　

こ
れ
ま
で
本
事
業
に
要
し
た
経

費
、
２
億
６
，０
０
０
万
円
が
、「
も
っ
た
い

な
い
」
と
の
批
判
が
あ
る
が
。

市
長
　
地
質
調
査
等
の
経
費
で
あ
る
が
、

調
査
し
た
か
ら
、
適
地
で
な
い
場
所
に
建

設
す
る
と
い
う
事
態
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
必
要
な
経
費
で
あ
る
。

本
田　

迷
惑
施
設
を
受
け
入
れ
、
協
力
し

て
き
た
地
元
へ
の
市
長
の
思
い
は
。

市
長
　
結
果
的
に
ご
迷
惑
を
か
け
、
心
か

ら
お
詫
び
申
し
上
げ
る
。
地
元
で
協
議
さ

れ
て
い
る
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
広

域
連
合
お
よ
び
関
係
市
町
で
協
議
し
て
い

き
た
い
。

下
田
　
今
年
4
月
に
発
表
さ
れ
た
内
閣
府

の
消
費
動
向
調
査
に
お
い
て
、
つ
い
に
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率
は
そ
れ
以
外
を

抜
き
67
・
4
％
で
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。
東

日
本
大
震
災
の
折
に
も
避
難
時
に
持
ち
出

し
た
物
の
圧
倒
的
1
位
で
あ
る
「
ス
マ

ホ
」
や
「
携
帯
」、
こ
の
よ
う
に
多
く
の

人
が
常
に
手
に
し
て
い
る
「
ス
マ
ホ
」
を

活
用
し
た
地
域
づ
く
り
に
対
し
て
質
問
す

る
。

【
健
康
増
進
事
業
へ
の
活
用
法
】

下
田
　
「
生
活
習
慣
病
の
予
防
」
な
ど
を

目
的
と
し
て
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

「
健
康
ポ
イ
ン
ト
事
業
」、
天
草
市
独
自

の
歩
数
計
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
て
よ
り

効
果
的
な
事
業
に
で
き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
中
で
熊
本
県
が
推
奨

す
る
「
く
ま
も
と
ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
ア
プ

リ
」
へ
の
登
録
を
進
め
て
お
り
、
登
録
す

る
と
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
、
現
在
68
人
の
方
が
登
録
い
た
だ
い

て
い
る
。

【
防
災
行
政
へ
の
活
用
法
】

下
田　

現
在
進
め
て
い
る
防
災
行
政
無
線

整
備
事
業
の
状
況
と
今
後
予
定
さ
れ
て
い

る
戸
別
受
信
機
の
性
能
に
つ
い
て
。

総
務
部
長
　
平
成
28
年
度
ま
で
に
親
局
、

中
継
局
お
よ
び
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
完
成

さ
せ
、
平
成
29
・
30
年
度
で
戸
別
受
信
機

を
整
備
す
る
予
定
で
、
性
能
に
つ
い
て
は

本
年
実
施
設
計
を
行
う
の
で
決
定
で
は
な

い
が
、
緊
急
時
の
放
送
の
他
録
音
機
能
や

区
域
内
の
放
送
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
。

下
田　

戸
別
受
信
機
で
で
き
る
こ
と
は
全

て
「
ス
マ
ホ
」
で
も
可
能
で
あ
り
移
動
中

や
外
出
先
で
も
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
で
き

る
。
ま
た
戸
別
受
信
機
が
発
信
の
み
で
あ

る
の
に
対
し
て
「
ス
マ
ホ
」
で
は
「
安
否

確
認
を
双
方
向
で
可
能
」
「
避
難
状
況
の

把
握
」
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
可

能
で
あ
り
今
後
も
進
化
し
続
け
て
い
く
。

来
年
以
降
の
整
備
の
中
で
「
戸
別
受
信

機
」
か
「
天
草
版
の
ス
マ
ホ
」
か
を
選
べ

る
よ
う
な
検
討
を
お
願
い
す
る
。

【
ス
マ
ホ
利
活
用
の
今
後
に
つ
い
て
】

下
田
　
こ
の
他
に
も
買
い
物
支
援
や
商
店

街
活
性
、
高
齢
者
の
見
守
り
な
ど
に
も
活

用
で
き
る
「
ス
マ
ホ
」
を
活
用
し
た
地
域

づ
く
り
を
各
地
方
自
治
体
で
も
着
手
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
天
草
市
と
し
て

の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
情
報
収
集
に
つ
い
て
連
携
協
定
を

締
結
し
て
い
る
企
業
や
大
学
を
含
め
、
多

く
の
情
報
源
を
有
し
て
い
る
の
で
総
合
的

に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

下田昇一郎
議員

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
づ
く
り

本田  武志
議員

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
整
備
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

新
ゴ
ミ
処
理
施
設
整
備
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
に
つ
い
て

詳細はホームページで動画配信しています。 検索天草市議会 一 般 質 問

地
域
密
着
型
Ｍ
Ｖ
Ｎ
Ｏ
へ
の
取
り
組
み
状
況

　

甲
府
市
：
山
梨
モ
バ
イ
ル

　

宮
古
島
市
：
宮
古
ユ
ナ
イ
ト
モ
バ
イ
ル

　

泉
佐
野
市
：
泉
佐
野
モ
バ
イ
ル

　

岸
和
田
市
：
岸
和
田
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
等

【
投
票
所
の
復
活
に
つ
い
て
】

【
定
年
農
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
】


